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１．構成メンバー 

 氏名 所属 

 小高 泰 産業技術総合研究所 脳神経情報研究部門 システム脳科学グループ 

 平田 豊 中部大学工学部 情報工学科  

 久代 恵介 京都大学 人間・環境学研究科 認知・行動科学 

 疋田 真一 広島市立大学 情報科学部 情報機械システム工学科 知的制御理論講座 

 金子 寛彦 東京工業大学 像情報工学研究施設 

 三浦 健一郎 京都大学 医学研究科 認知行動脳科学 

 田端 宏充 京都大学 医学研究科 認知行動脳科学 

 柴田 智広 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 

 松田 圭司 産業技術総合研究所 脳神経情報研究部門 システム脳科学グループ 

 和田 佳郎 奈良県立医科大学 生理学第一講座 

 

２．本年度WG会合開催実績 

平成 1９年度の WG 会合は、平成２０年３月３－４日、奈良（奈良県立医科大学厳橿会館お

よび祝戸荘研修室）にて開催した。大学院生、学部学生などを含めると２３名の参加となり、活

発な研究発表、質疑応答、議論が繰り広げられた。 
 

３．活動目的 

生体にとって地上と宇宙の最大の違いは重力の有無である。そのため、宇宙では三次元空

間における絶対的基準軸がなくなり、生活する上でさまざまな不都合が生じるものと予想され

る。本 WGの研究目的は、宇宙での環境変化に対する生体の適応現象を生理学、工学、心理

学的に解析し、その神経メカニズムの解明を目指すことである。これらの研究成果から、宇宙

環境へ適応する際の神経系の障害を予測し、その予防策や積極的なトレーニング法を立案す

る。また地上における研究成果を検証し、宇宙環境をあらたな研究の場として利用するために、

独自の宇宙実験を企画する。 

脳の適応現象は、環境の変化に応じた感覚入力－運動出力のゲイン（入出力比）コントロ

ールであるといえる。この感覚－運動ゲインコントロールは脳の多くの部位が関与しており、そ

の責任部位によって適応の様式やタイムコースが大きく異なる。また、感覚－運動ゲインの変

化は外的環境のみならず、知覚、認識、記憶、学習、予測、注意といった内的要因も関係する。



本WGの活動により、生理学、工学、心理学相互の研究内容の理解をより一層深め、広く大き

いスケールでの分野融合的な研究体制の構築を目指す。 

 

４．活動内容 

WG会合の内容を下記に示す。 

 

３月３日 
13：00－13：40 平田豊 （中部大学工学部情報工学科） 
 「周波数別 VOR ゲイン増減同時学習前後の金魚小脳 Purkinje 細胞活動」 

13：40－14：20 柴田智広 （奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科） 
 「心的追跡された視標運動のMEGデータからの再構成」   

14：20－15：00 三浦健一郎 （京都大学医学研究科認知行動脳科学） 
 「追跡眼球運動開始時の眼の動きにおける視覚的注意の効果」   

15：20－16：00 金子寛彦 （東京工業大学像情報工学研究施設） 
 「ヘッドポインティングに与える垂直視差の影響」 

16：00－16：40 池田聖 （奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科） 
 「研究紹介」   

16：40－17：20 小高泰 （産業技術総合研究所脳神経情報研究部門システム脳科学グループ） 
 「新たな脳観測の方法の模索－脳表面からの多点観測装置の開発について－」 

20：00－20：40 加藤淳 （前橋工科大学情報工学科）、松田圭司 （産業技術総合研究所脳神経情報研究
部門システム脳科学グループ） 

 「視線計測システムにおける楕円近似高精度化に関する研究」 

20：40－21：20 水科晴樹、金子寛彦 （東京工業大学像情報工学研究施設） 
 「タスク遂行時のサッカードと心理状態の関係」 

21：20－22：00  長谷川達央 （京都府立医科大学耳鼻咽喉科） 
 「高速運動物体を追跡するための眼球－頭部運動の戦略」 

 
３月４日 

9：00－ 9：40 和田佳郎 （奈良県立医科大学第一生理学） 
 「計画中の実験紹介－自衛隊入間基地実験と BrainPort 実験－」 

9：40－10：20 疋田真一 （広島市立大学情報科学部情報機械システム工学科知的制御理論講座） 
 「研究紹介」 

10：40－11：20 石田純一 （奈良県立医科大学口腔外科） 
 「マウスガード装着による自律神経系、体平衡、筋力、瞬発力、反応時間、判断、注意への影響」 

11：20－12：00 田端宏充 （京都大学医学研究科認知行動脳科学） 
 「マウスの視覚誘発性の滑らかな眼球運動」 

 
それぞれ医学、工学、心理学的な立場から活発な議論が繰り広げられた。共通のキーワー

ドである眼球運動については、ハード、ソフト面からの測定技術の進歩、瞳孔反応やまばたき

を含めた快不快、眠気、注意などの定量的評価、宇宙実験に向けた自衛隊のパイロット訓練

装置を用いた実験計画についての話題が注目を浴びた。また、今後の共同研究の提案、計

画についても話し合われた。 
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